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1.　直接染 料による染 色に際し て， その染色用水中の

種 々の金 属イ オンが染 着14  （染 着濃度 ，色相など）にど

のような影響 を示 すか， また， この場合，これら金属イ

オンの封 鎖剤を用い ると， どのよ うに変化 するか，など

を検討 する。
2｡

用 い た。

きをし たものを

明らかにし た赤 ，橿，黄，緑，青

および 褐色 など７種 の直接染料をえらび，染色用水は人

工硬水を調製し,   Ca2瓢Fe3 ＋ な どの金属につき実験し

た。硬度 は2~15D.H とし， ま た， 金属封 鎖剤を用い

る場合はEDTA-2  Na 塩 とし た。 染色 は 恒温上下振畳

式染色機を用い， 染着濃度は 三刺激値X,  Y, Z の合計

値 Ｓ を もって目安 とし た。 測定 は東洋理化工業K.K.



の色差計 により色差，色度図 などを求 めた。

3.　ＥＤＴＡ を添加し ない各金属 イ オン のみが存在す

る染浴 では硬度 が小 さい とき，かえって染着濃度が上昇

するものがあり，促染助剤的な効果があら われ る。ED

ＴＡ 添加 の染 浴では金属が完全 に封鎖さ れ れ ば， こ の

ような助剤効果 があらわれない ようにも思われるが，結

果 は必 ずし もそ うではなく，し たがって封鎖剤の使用は

場合によっては適当ではない ことも考えねばならない。

なお，色 差，色 相などは染 料によってその変化 の状況は

異なってい る。
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